










小児白血病の大部分を占める急性リンパ性白血病(Acute lymphoblastic leuckemia,ALL)

は種々の形態学的分類が試みられて来たが,確立されたものはなく,免疫学的膜マーカーに

よる分類がその主流になって来ている。また,近年のモノクローナル抗体作製法の確立によ

り,詳細な分類が可能になって来た。 

一方,多数のモノクローナル抗体の出現により従来の簡単な分類と比較して著しく複雑に

なり,臨床面での分類の応用ならびに評価が難しくなり,再びその標準化が必要になって来

た。本報告では,モノクローナル抗体による膜抗原を中心にした分類を試み,またそのそ分

類を基礎にした予後との関係について記載する。 


